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１ 規則・要綱・要領

広尾町学校運営協議会規則

（目的）

第１条 この規則は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法

律第１６２号）第４７条の６に規定する学校運営協議会（以下「協議会」とい

う。）について、必要な事項を定めるものとする。

（趣旨）

第２条 協議会は、学校運営及び当該運営への必要な支援に関して協議する機

関として、広尾町教育委員会（以下「教育委員会」という。）及び校長の権限

と責任の下、保護者及び地域住民等の学校運営への参画や、保護者及び地域住

民等による学校運営への支援・協力を促進することにより、学校と保護者及び

地域住民等との間の信頼関係を深め、学校運営の改善や児童生徒の健全育成

に取り組むものとする。

（設置）

第３条 教育委員会は、前条の目的を達成するため、その所管に属する学校ごと

に協議会を置くものとする。ただし、小中一貫教育又は中高一貫教育を施す場

合その他教育委員会が二以上の学校の運営に関し相互に密接な連携を図る必

要があると認める場合には、二以上の学校について一の協議会を置くことが

できる。

２ 教育委員会は、協議会を置くときは、当該協議会がその運営及び当該運営へ

の必要な支援に関して協議する学校（以下「対象学校」という。）を明示し、

当該対象学校に対して通知するものとする。

３ 教育委員会は、協議会を置こうとするときは、対象学校の校長、当該学校に

在籍する生徒又は児童の保護者及び当該学校の所在する地域住民の意見を聞

くものとする。

（学校運営に関する基本的な方針の承認）

第４条 対象学校の校長は、次の各号に揚げる事項について毎年度基本的な方

針を作成し、協議会の承認を得るものとする。

(1) 教育課程の編成に関すること。

(2) 重点教育目標を達成するための学校経営計画（組織編制、学校予算、施設

管理及び施設設備等の整備）に関すること。

２ 対象学校の校長は、前項において承認された基本的な方針に従って学校運

営を行うこととする。

（学校運営等に関する意見の申し出）

第５条 協議会は、対象学校の運営全般について、教育委員会又は校長に対し

て、意見を述べることができる。
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２ 協議会は、第２条に定める趣旨を踏まえ、対象学校の職員の採用その他の任

用に関して、教育委員会を経由し、北海道教育委員会に対して意見を述べるこ

とができる。

３ 協議会は、前２項の規定により教育委員会に対して意見を述べるときは、あ

らかじめ、対象学校の校長の意見を聴取するものとする。

（学校運営に関する評価）

第６条 協議会は、毎年度一回以上、対象学校の運営状況等について評価を行う

ものとする。

（住民の参画の促進等のための情報提供）

第７条 協議会は、対象学校の運営について、地域住民等の理解、協力、参画

等が促進されるよう努めるものとする。

２ 協議会は、次に揚げる目的を達成するため、対象学校の運営及び当該運営へ

の必要な支援に関する協議の結果に関する情報を積極的に提供するよう努め

なければならない。

一 対象学校の運営及び当該運営への必要な支援に関し、対象学校の所在す

る地域の住民、対象学校に在籍する生徒又は児童の保護者等の理解を深め

ること。

二 対象学校と前号に掲げる者との連携及び協力の推進に関すること。

（委員の任命）

第８条 協議会の委員は２０名以内とし、次の各号に揚げる者のうちから、教育

委員会が任命する。

(1) 保護者

(2) 地域住民

(3) 社会教育法第９条（昭和２４年法律第２０７号）第７に定める地域学校協

働活動推進員に該当する者

(4) 対象学校の校長

(5) 第２条の趣旨を踏まえ校内外の連絡・調整を担当する対象学校の教職員

(6) 学識経験者

(7) 関係行政機関の職員

(8) その他、教育委員会が適当と認める者

２ 委員の辞職等により欠員が生じた場合には、教育委員会は速やかに新たな

委員を任命するものとする。

３ 委員は特別職の非常勤の地方公務員の身分を有する。

（守秘義務）

第９条 委員は職務上知りえた秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後

も同様とする。

２ 前項のほか、委員は次の各号に掲げる行為をしてはならない。
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(1) 委員たるにふさわしくない非行を行うこと

(2) 委員としての地位を営利行為、政治活動、宗教活動等に不当に利用するこ

と。

(3) その他、協議会及び対象学校の運営に著しく支障をきたす言動を行うこと。

（任期）

第１０条 委員の任期は２年とし、再任を妨げない。

２ 第８条第２項の規定により新たに任命された委員の任期は、前任者の残任

期間とする。

（報酬）

第１１条 委員に対する報酬及び費用弁償については、非常勤の特別職の職員

に対する報酬、費用弁償支給条例（平成２０年広尾町条例第２０号）の定める

ところによる。

（会長及び副会長）

第１２条 協議会に会長及び副会長を置き、委員の互選により、選出する。

２ 会長が会議を招集し、議事を掌る。

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は欠けたときは、その職務

を行うものとする。

（議事）

第１３条 協議会は、会長が開催日前に議案を示して招集する。ただし、緊急を

要する場合においては、この限りでない。

２ 協議会は、委員の半数以上の出席がなければ会議を開くことができない。

３ 協議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは会長の決する

ところによる。

（会議の公開）

第１４条 協議会は、特別の事情がない限り公開とする。

２ 会議を傍聴しようとする者は、あらかじめ会長に申し出なければならない。

３ 傍聴人は、会議の進行を妨げる行為をしてはならない。

（研修）

第１５条 教育委員会は、委員に対して、協議会の役割及び責任並びに委員の役

割及び責任について正しい理解を得るため、必要な研修等を行うものとする。

（協議会の適正な運営を確保するために必要な措置）

第１６条 教育委員会は、協議会の運営状況について的確な把握を行い、必要に

応じて指導及び助言を行うとともに、協議会の運営が適正を欠くことによっ

て対象学校の運営に現に支障が生じ、又は生ずるおそれがあると認められる

場合には、協議会の適正な運営を確保するための措置を講ずるものとする。

２ 教育委員会及び対象学校の校長は、協議会が適切な合意形成を行うことが

できるよう必要な情報提供に努めなければならない。
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（委員の解任）

第１７条 教育委員会は、次の各号のいずれかに該当する場合は、委員を解任す

ることができる。

(1) 本人からの辞任の申出があった場合

(2) 第９条に反した場合

(3) その他解任に相当する事由が認められる場合

２ 教育委員会は、委員を解任する場合には、その理由を示さなければならない。

附 則

この規則は、平成３１年１月１日から施行する。

広尾っ子応援団本部規則

（設置）

第１条 広尾町教育委員会に広尾っ子応援団本部（以下、「応援団本部」という。）

を設置する。

（目的）

第２条 応援団本部は社会教育法第５条２項に定める地域学校協働活動（以下、

「協働活動」という。）を推進するため、地域住民と学校との連絡協力体制の

整備及び協働活動の普及啓発に取り組むものとする。

（役割）

第３条 応援団本部は前条の目的を達成するため、次の事項を所掌する。

(1) 学校運営協議会との連携に関すること。

(2) 協働活動に関係する課（部局）、機関・団体相互の連絡調整に関すること。

(3) 協働活動の普及啓発に関すること。

(4) その他、協働活動の推進に必要なこと。

（組織）

第４条 応援団本部は、教育的事業を行っている関係者をもって組織する。

２ 応援団本部は、本部長、副本部長、本部員をもって構成する。

(1) 本部長は広尾町副町長があたる。

(2) 副本部長は広尾町教育委員会教育長があたる。

(3) 本部員は、関係課（部局）、関係機関・団体の中から本部長が委嘱する。

３ 本部長は応援団本部を統括し、副本部長は本部長を補佐し、本部長に事故あ

る時はその職務を代行する。

（任期）

第５条 本部員の任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。

２ 補充による任期は前任者の残任期間とする。

（会議）

第６条 応援団本部の会議は、毎年１回開催し、臨時会議は必要に応じて本部長
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が招集する。

２ 会議は本部長が議長となる。

（事務局）

第７条 応援団本部の事務を執行するために広尾町教育委員会社会教育課に事

務局を置く。

(1) 事務局長は社会教育課長があたる。

(2) 事務局に地域コーディネーターを置き、学校及び学校運営協議会との連

絡調整並びに協働活動の普及啓発に当たる。

（補則）

第８条 この規則に定めるもののほか、応援団本部の運営に関し、必要な事項は

本部長が定める。

附 則

この規則は平成３１年１月１日から施行する。

広尾っ子応援団設置要綱

（設置及び目的）

第1条 広尾っ子応援団本部規則（平成 30 年教委規則第 10 号）第 1 条に基づき設置した

広尾っ子応援団本部（以下、「応援団本部」という。）に広尾っ子応援団（以下

「応援団」という。）を設置する。

２ 応援団の設置は、応援団本部の事業として、児童生徒に自己肯定感を育むととも

に、地域住民の学校教育活動や地域学校協働活動への関心を高め、当該活動への

参加を促進することを目的とする。

（組織）

第2条 応援団は第１条の目的に賛同する広尾町民及びその他の者（以下「町民等」とい

う。）をもって組織する。

（業務）

第3条 応援団は、次に揚げる業務を行う。

（１） 町民等からの児童生徒を励ますメッセージの受理と当該学校への提供に関する

こと。

（２） 各学校の重点教育目標の実現を目指す教育活動や地域学校協働活動に必要な地

域の情報や教育資源の提供に関すること。

（３） その他、必要と認められること

（要領への委任）

第4条 この要綱に定められるもののほか、応援団の運営に関し必要な事項は要領で定め

る。

（附則１）

この要綱は、平成３１年２月７日から施行する。
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広尾っ子応援団取扱要領

（目的）

第1条 この要領は、広尾っ子応援団設置要綱に基づき、広尾っ子応援団（以下「応援

団」という。）の取扱に関して必要な事項を定めるものとする。

（応援団員の登録）

第2条 応援団員は公募によるものとし、次の各号により登録又は登録の取り消しを行う

ものとする。

（１） 登録を申し込もうとする者は、広尾っ子応援団本部に名前、年齢、性別、住所、

電話番号、情報の受取方法を任意の方法で届けるものとする。

（２） 応援団は、本人の申し出がない限り毎年登録を更新する。

（３） 応援団は、本人からの申し出、その他の事由等により登録を取り消すことができ

る。

（応援団員の役割）

第3条 応援団員は、次の役割を担うものとする。

（１） 日常生活において観察された好ましい言動や学校や地域の活動における活躍な

ど、印象に残った児童生徒の成長に関する内容（以下「応援メッセージ」とい

う。）を年１回提出する。

（２） 各学校の重点教育目標の達成を目指す教育活動や地域学校協働活動に関して、学

校運営協議会及び当該学校の求めに応じて可能な協力をする。

（応援メッセージの提出方法）

第4条 応援団員の応援メッセージの提出方法及び様式は定めない。

（事務局）

第5条 応援団に関する事務は広尾っ子応援団本部事務局（以下、「事務局」という）が

行う。

（事務局の業務）

第6条 事務局は応援団の登録業務を行うとともに、受理した応援メッセージを次の通り

処理する。

（１） 応援メッセージの内容を整理し当該学校に提供する。

（２） 毎年度、概要をまとめ応援団本部長に報告する。

（３） 個人情報に配慮し、広報及びＷＥＢページにより情報発信する。

２ 事務局は前項に規定する事務のほか、次のことを行う。

（１） 応援団の活動に関する情報発信に努めるとともに、理解啓発の場を設ける。

（２） 応援団員に対し、各学校運営協議会の協議内容について情報提供する。

（３） 学校運営協議会及び当該学校が求める地域の情報や教育資源について、応援団員

を通して情報収集する。
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平成 31 年 1 月 広尾町教育委員会教育長 菅原 康博

 本年は、広尾町の３つの小中学校にコミュニティ・スクール制度が導入され

る広尾町の教育にとって重要な年。

 本日、学校運営協議会を設置。これにより、これまで学校に任せていた教育

目標や教育内容についても、法令や学校運営協議会規則に基づいて、地域住

民・保護者が参画することが可能になる。

 「学校と地域の垣根を低くしたい」「学校と地域・家庭が一体となった教育

を進めたい」と願っていた学校関係者にとっては期待が膨らむ制度。

 また、これを機に、地域や家庭の役割を改めて問い直すことも、この制度の

趣旨として重要。

 学校運営協議会は地域住民や保護者が学校運営に参画する仕組であると同

時に、自らの役割を問い直し、学校運営に対する理解・協力を促すというね

らいがある。

 委員の皆さんにはこうした観点からの具体策についても、積極的に発信して

いただくよう願う。

 教育委員会では、地域や家庭の教育機能を強化するために、「広尾っ子応援

団本部」を設置。既に、広報などでお知らせしている「広尾っ子応援団登録

制度」や「応援メッセージ」を本部の核となる事業と位置付け、学校運営協

議会の取組を後押ししたい。

 本日の協議会では、「広尾中の子ども像」をテーマにした「熟議」が予定さ

れており、これを踏まえて、来年度の広尾中学校の目標や計画が検討される。

「学校運営への参画」の具体的な形として意義深い。

 皆様には、それぞれの立場や経験から貴重なご意見をいただけるものと期待。

２ 学校運営協議会における設置者挨拶
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平成 31 年 1 月 広尾っ子応援団本部長（広尾町副町長） 田中 靖章

 広尾っ子応援団本部の設置目的は、地域住民と学校との連携協力体制の整備

及び地域学校協働活動の普及啓発。

 先日、本町の各小中学校に学校運営協議会が設置され、今年は広尾町コミュ

ニティ・スクール元年。

 今後、この制度の下で、学校と地域・家庭が同じ方向を向いて、教育と子育

て、それぞれの役割を果たしていくことになり、広尾町の教育に、一層の一

体感が生まれていくものと期待。

 そうした中で設置する「広尾っ子応援団本部」は学校運営協議会の取組を後

押しする重要な役割。

 昨年、町内の学校に「公園で遊んでいる子どもたちの自転車の置き方が悪い」

という匿名の電話があり、先生がとんで行って指導したという話。その場で

注意すべきことまで学校に任せようとしたのであれば、本来の地域の教育機

能が低下しているのではないかと考えさせられる事例。

 「広尾っ子応援団本部」の設置は、学校との連携・協力の下で地域や家庭の

教育力を回復し、強化に繋げるもの。

 「広尾っ子応援団登録制度」を本部の核となる事業と位置付け、積極的に推

進。５年後、１０年後には、広尾町に不可欠な教育力になるとともに、新た

な町づくりにも繋がるマンパワーとなるよう育てたい。

 本日の会議では、学校運営協議会との連携や情報発信の方法など、当面の運

営方針を決定していただく予定。また、「広尾っ子応援団」の拡充方法つい

て協議。

 各委員のお立場やご経験から貴重なご意見をいただけるものと期待。

３ 広尾っ子応援団本部における本部長挨拶
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男性 女性 無回答他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子どもを育てるには、地域と学校の連携が必要だ

学校への地域のかかわりは、学校から求められる部分でするのがよい

地域の活性化は、学校を中心に行うことが必要だ

地域が口出しすると、学校は子どもの教育をやりづらくなる

学校はあくまで「子どものためのもの」であって「地域のためのもの」ではない

学校をよくすることで地域そのものがよくなる

地域と学校の関係

そう思う ややそう思う どちらとも あまりそう思わない そう思わない 無回答他

４ 学校と地域に関するアンケート調査（住民用）結果

広尾町教育委員会

住民用-１



45

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一般的にいって、学校の教職員を信頼している

学校の主催するイベントに参加する

学校のボランティア的な活動をしてみたい

学校のボランティア的な活動に参加したことがある

こどもの見守り活動などで、学校から協力を求められたら応じる

地域との関わりや地域との対話に関して、学校を信頼している

学校で、地域の行事(祭など)が行われると参加する

子どもの学力や生活指導に関して、学校を信頼している

学校が今取り組んでいる活動について知っている

子どもの問題や教育について学校と地域がともに話し合う場に参加したことがある

学校が抱えている課題や、今何に困っているかを知っている

学校の教育目標(どのような子どもを育てようとしているか)を知っている

学校が学校外の人から評価されること(学校評価)を知っている

あなたと学校のかかわり

当てはまる やや当てはまる どちらとも あまり当てはまらない 当てはまらない 無回答他

住民用-２
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学校には、地域からの提案で始まった学校行事がある

子どもたちが地域に出て、学ぶ授業が結構ある

学校では、地域の人を招いた授業が多く行われている

学校の授業では、地域のさまざまなことが取り上げられている

学校は地域の課題に対応した教育活動を行っている

学校の教育活動には、地域の意見が反映されている

学校の授業では、地域の人から取材した内容が活かされている

学校の「育てたい子ども像」に地域の意見が反映されている

学校には、教育に関する地域の意見を積極的に聞く係が置かれている

学校が地域に支援を求める際には、担当となる教職員を配置している

学校では、教職員が住民と一緒になって教育を考える場が作られている

学校は、地域の声を反映して教職員を配置するなどの工夫をしている

学校は、学校のための様々なボランティア活動をコーディネートする仕組みを持っている

あなたの地域の学校

当てはまる やや当てはまる どちらとも あまり当てはまらない 当てはまらない わからない 無回答他

住民用-３
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域が、学校の運営に関して校長の方針を承認する権限を持つ

地域が、学校の人事(教員の配置や異動など)に意見を述べる

地域が、学校の教育に関する重点目標を承認する権限を持つ

地域が、学校の予算に意見を述べる

地域が、学校での授業や教育課程に意見を述べる

地域が学校の運営に携わる仕組み

賛成 やや賛成 どちらとも やや反対 反対 無回答他
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「運営に携わる住民の代表」に、どのような人を当てるのがよいと思いますか

学校の運営に携わる住民の代表

校長が選んだ人 教育委員会が選んだ人 ＰＴＡ会長など 自治会長など

社会教育に関係する人 ＮＰＯなどの人 選挙などで選ばれた人 無回答他

町民アンケートの概要

実施期日 平成３０年４月～５月

方 法 質問紙を町内会経由で配布

返信用封筒で回収

教職員は学校経由で配布・回収

質問内容 住民用 ４０項目

教職員用 ４０項目

配布数 ３４００世帯（５月末全世帯数）

回答者数 住民 ６８９人（２０．３％）

教職員 ７７人（１００％）

実 施 広尾町教育委員会管理課

住民用-４
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５ 学校と地域に関するアンケート調査（教職員用）結果

広尾町教育委員会
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性別

男性 女性 無回答他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子どもを育てるには、地域と学校の連携が必要だ

学校への地域のかかわりは、学校から求められる部分でするのがよい

地域の活性化は、学校を中心に行うことが必要だ

地域が口出しすると、学校は子どもの教育をやりづらくなる

学校はあくまで「子どものためのもの」であって「地域のためのもの」ではない

学校をよくすることで地域そのものがよくなる

地域と学校の関係

そう思う ややそう思う どちらとも あまりそう思わない そう思わない 無回答他

教職員用-１
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一般的にいって、地域の住民を信頼している

地域の主催するイベントに参加する

地域のボランティア的な活動をしてみたい

地域のボランティア的な活動に参加したことがある

安全推進運動などで、地域から協力を求められたら応じる

学校との関わりや学校との対話に関して、地域を信頼している

学校で、地域の行事(祭など)が行われると参加する

子どもの学力や生活指導に関して、地域の力を信頼している

地域が今取り組んでいる活動について知っている

子どもの問題や教育について学校と地域がともに話し合う場に参加したことがある

地域が抱えている課題や、今何に困っているかを知っている

学校での教育に役立てることができる、地域にある素材や人材を豊富に知っている

学校が学校外の人から評価されること(学校評価)を知っている

あなたと地域のかかわり

当てはまる やや当てはまる どちらとも あまり当てはまらない 当てはまらない 無回答他

教職員用-２
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学校には、地域からの提案で始まった学校行事がある

子どもたちが地域に出て、学ぶ授業が結構ある

学校では、地域の人を招いた授業が多く行われている

学校の授業では、地域のさまざまなことが取り上げられている

学校は地域の課題に対応した教育活動を行っている

学校の教育活動には、地域の意見が反映されている

学校の授業では、地域の人から取材した内容が活かされている

学校の「育てたい子ども像」に地域の意見が反映されている

学校には、教育に関する地域の意見を積極的に聞く係が置かれている

学校が地域に支援を求める際には、担当となる教職員を配置している

学校では、教職員が住民と一緒になって教育を考える場が作られている

学校は、地域の声を反映して教職員を配置するなどの工夫をしている

学校は、学校のための様々なボランティア活動をコーディネートする仕組みを持っている

勤務している学校

当てはまる やや当てはまる どちらとも あまり当てはまらない 当てはまらない 分からない 無回答他

教職員用-３
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域が、学校の運営に関して校長の方針を承認する権限を持つ

地域が、学校の人事(教員の配置や異動など)に意見を述べる

地域が、学校の教育に関する重点目標を承認する権限を持つ

地域が、学校の予算に意見を述べる

地域が、学校での授業や教育課程に意見を述べる

地域が学校の運営に携わる仕組み

賛成 やや賛成 どちらとも やや反対 反対 無回答他
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「運営に携わる住民の代表」に、どのような人を当てるのがよいと思いますか

学校の運営に携わる住民の代表

校長が選んだ人 教育委員会が選んだ人 ＰＴＡ会長など 自治会長など

社会教育関係の人 ＮＰＯの人など 選挙などで選ばれた人 無回答他

教職員用-４

町民アンケートの概要

実施期日 平成３０年４月～５月

方 法 質問紙を町内会経由で配布

返信用封筒で回収

教職員は学校経由で配布・回収

質問内容 住民用 ４０項目

教職員用 ４０項目

配布数 ３４００世帯（５月末全世帯数）

回答者数 住民 ６８９人（２０．３％）

教職員 ７７人（１００％）

実 施 広尾町教育委員会管理課


